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・それでは、ＡＬＳＯＫグループの２０２７年３月期中間期決算についてご説明いたします。
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・まずはじめに、ご説明のポイントです。

・第１に、２０２７年３月期中間期決算についてです。
当期は、セキュリティ事業およびＦＭ事業等が業績をけん引し、
売上高および各利益はいずれも過去最高を更新するとともに、利益率も改善しました。
また、中間期業績予想を達成するなど、順調な業績となりました。

・第２に、２０２７年３月期の業績予想についてです。
足元の業績動向等を踏まえ、通期業績予想を上方修正いたしました。
また、中間配当を増配するとともに、期末配当も増配を予定しております。

・第３に、ＡＬＳＯＫグループの取り組みについてです。
当社グループは、アジア競技大会・アジアパラ競技大会における安全・安心の確保に貢献するなど、
社会インフラを支える担い手としての責任を果たしてまいりました。

また、日本ドライケミカルに対するＴＯＢが成立し、現在は中長期的な企業価値向上に向け、
ＡＬＳＯＫ、日本ドライケミカル、カーライルの３社が連携して各種施策の検討・実行を進めております。

・各項目の詳細については、後ほどご説明します。
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・それでは、２０２７年３月期中間期実績についてご説明いたします。
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・３ページは、２０２７年３月期の中間期実績についてです。

・２０２７年３月期中間期決算は、前年同期比で増収増益となりました。
業績予想比においても、全ての項目を達成しております。
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・４ページは、セグメント別の売上高・営業利益についてです。

・前年同期比で、
セキュリティ事業は、売上高７．０％増の２，２４６億円、

ＦＭ事業等は、売上高８．０％増の４３６億円、

介護事業は、売上高１１．２％増の３０４億円、

海外事業は、売上高１０．１％増の１５０億円となりました。
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・５ページは、機械警備事業およびＨＯＭＥ ＡＬＳＯＫ事業の概況についてです。

・機械警備事業の売上高は、前期比１．９％増の９１２億円となりました。
契約収入は３．１％増、工事収入は９．０％増となりました。
一方、売却収入は、５．１％減となりましたが、当社は、継続的なキャッシュフローを生み出す
契約収入の拡大を重視しており、収益基盤の強化が進んでおります。

・ＨＯＭＥ ＡＬＳＯＫ事業の売上高は、前期比４．５％増の１２９億円となりました。
契約収入は４．７％増、工事収入は１２．７％増、売却収入は３．２％増となっております。
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・６ページは、常駐警備事業および警備輸送事業の概況についてです。

・常駐警備事業の売上高は、既存契約の価格改定に加え、愛知県を中心に開催された
アジア競技大会の警備業務等を受託したことが増収に大きく寄与し、
前期比１４．４％増の８２２億円となりました。

・警備輸送事業の売上高は、キャッシュレス化の進展が続く中においても、
堅調なアウトソーシング需要を背景に、入出金機の台数が５．８％増となるなど、受注は堅調に推移し、
前期比６．２％増の３８２億円となりました。
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・７ページは、ＦＭ事業等および介護事業の概況についてです。

・ＦＭ事業等の売上高は、Ｍ＆Ａの効果などにより契約収入が堅調に推移したことから、
工事収入および売却収入は前期比減少となったものの、全体では前期比８．０％増の４３６億円となりました。
営業利益率は、前期の１１．２％から１２．２％へ改善しております。

・介護事業の売上高は、Ｍ＆Ａの効果などにより、前期比１１．２％増の３０４億円となりました。
営業利益率は、新規買収会社に係る一時的な費用に加え、外形標準課税の適用範囲拡大の影響もあり、
前期の４．７％から１．７％へ低下しております。

・なお、新規買収会社については、グループイン後の収益改善を見込んでおります。
また、在宅介護サービスの強化をはじめとする各種施策を推進し、収益性の改善を図ってまいります。

・開設１年未満の新規施設を除いた既存施設の入居率は９２．７％となり、
前年の９１．２％から改善しています。



10.1%13150136

034

▍

8

・８ページは、海外事業の概況についてです。

・海外事業の売上高は、既存事業の伸長を背景に、前期比１０．１％増の１５０億円となりました。

・営業利益は、事業拡大に伴う本社を含めた人員増や、のれんの償却などにより、
赤字となっておりますが、上期は計画を達成するとともに、前年同期比で改善いたしました。
また、下期においても改善を見込んでおります。
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・９ページは、２０２７年３月期中間期の経常利益の増減を２０２６年３月期中間期と比較したものです。

・当期は、「売上増加・利益率改善等」４８億円、「建設工事等」２８億円、「退職給付費用」２３億円、
「その他営業外収益等」１５億円などの増益要因があった一方、
「人件費増等」１８億円、「システム関連投資等」８億円の減益要因があり、
前期比３７．６％増の３２８億円となりました。

・当期の業績は全般的に順調に推移し、業績予想を上回る結果となりました。
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・続きまして、２０２７年３月期の業績予想についてご説明いたします。
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・１１ページは、２０２７年３月期の通期業績予想となります。

・２０２７年３月期中間期決算においては、セキュリティ事業やＦＭ事業等が順調に推移し、
中間期の業績予想を上回る結果となりました。

・また、２０２７年１月から予定している日本ドライケミカルの連結化による影響に加え、
その段階取得差益の発生を織り込み、通期業績予想を上方修正いたしました。

・下期については、賞与支給額の増加を見込んでおりますが、
その影響を吸収しての増益を見込んでおります。

なお、日本ドライケミカルについては、のれん償却費の発生により、
利益面での貢献は限定的となる見込みです。

棒グラフの赤い表記が前回予想から修正した部分です。

・これにより、売上高・利益ともに連続で過去最高を更新し、
経常利益率についても改善を見込んでいます。
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・続きまして、株主還元についてご説明いたします。
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・２０２７年３月期中間決算の実績が堅調に推移したこともあり、株主様からの負託にお応えするため、
中間配当を１円増配し、期末配当についても１円増配と予想します。
これにより、２０２７年３月期の年間配当は、一株当たり３５円と予想しますが、
業績の変動により変更することがあります。

・段階取得差益の影響を除いた２０２７年３月期の実質配当性向は４０．７％となります。

・また、自己株式約２０，８００千株を１１月３０日に消却する予定です。
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・続きまして、ＡＬＳＯＫグループの取り組みについてご説明いたします。
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・アジア競技大会およびアジアパラ競技大会では、東京２０２０大会を上回る規模の警備業務等を担当しました。

ＡＬＳＯＫグループが培ってきた警備ノウハウと全国ネットワークを活かし、

大会の安全・安心の確保に貢献しました。今回の経験で得られた知見やノウハウを活かし、

今後もさまざまな大規模案件において高品質な警備サービスを提供してまいります。
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・続いて、日本ドライケミカルに関する取り組みについてご説明します。

・日本ドライケミカルへのＴＯＢは予定どおり成立し、中長期的な企業価値向上に向けた取り組みを開始しました。

現在はその第一歩として、重点施策の具体化を進めております。

今後は、３社それぞれの強みや経営資源を活かしながら、事業成長やシナジー創出に向けた施策を
具体化し、着実な成果創出につなげてまいります。

なお、日本ドライケミカルにつきましては、２０２７年１月１日より当社の連結子会社となる予定です。
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・５月に公表した中期経営計画につきましては、日本ドライケミカルの連結化や中計初年度における
業績の上振れなど、足元の業績動向等を踏まえ、財務目標を修正いたします。

日本ドライケミカルの連結化による業績への影響を見込む一方で、
のれん等の影響も織り込んだうえで、今回の財務目標を設定しております。

・なお、経常利益率およびＲＯＥ目標につきましては、変更ありません。

・ＲＯＥにつきましては、２０２７年３月期は段階取得差益の影響もあり、
１０％を上回る水準を見込んでおります。
翌期はその反動もあり低下する見込みではありますが、継続的に１０％程度のＲＯＥを
確保することを目指して参ります。

・キャッシュアロケーションにつきましては、もともと、資金配分の考え方や方向性を
お示ししたものであり、今回は数値の見直しを行っておりませんが、
基本的な考え方に変更はありません。
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